
Country Country

full 4 2

third 1 1

half 0 0

first 2 1

Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED

ﾚ 1 ﾚ 1

15 25 ﾚ 2

14 3 ﾚ 3

ﾚ 4 ﾚ 4

ﾚ 5 ﾚ 5

14 19 32 6

ﾚ 20 ﾚ 7

ﾚ 8 ﾚ 8

ﾚ 21 18 9

ﾚ 10 10

ﾚ 11 ﾚ 11

12 22 ﾚ 12

ﾚ 13 ﾚ 13

ﾚ 14 31 14

15 27 15

23 ﾚ 16

ﾚ 24

12 18

Team Minute Action Team Minute Action

JPN 3 ＦＧ

KOR 6 ＦＧ

JPN 11 ＰＣ

JPN 42 ＦＧ

KOR 44 ＰＣ

JPN 55 ＦＧ

男子ホッケーU18日本代表チーム　日韓交流事業韓国遠征
日    付 2015年12月5日　11:00～

場　　所 大韓民国大邱市 天      候 晴れ

試    合 　第1戦 通算結果 日本  　1勝　敗／1戦

RESULT

Japan

4

-

2

Korea

塚田　　駿(GK) JANG EUN SOO

山本　健悟(GK) LEE GANG SAN

青木　宏晃 KIM IN TAE

U18 - U18

-

-

Name Name

島田　麗央 YANG HYEON JUN

吉川　大地 NA HAN HEUM

小澤　航太 KIM EUN SU

浦下　　陸 LEE JEE HUN

的場　洸希 HA JUN YOUNG

髙木　温樹 JEON MIN GYU

杉山　惇士（C） JO JEONG HO（C)

加藤　凌聖 KIM CHAN YEOP

中村 健太郎 JE WON WOO

舘　　亮佑 KIM TAE YEONG

亀崎　信一 KIM HYEOK

伊帳田　樹 KIM YU SEOB

Coach 三上　克典 Coach LEE WAN HO

Manager 穴田　直樹 Manager YOO MOON KI

折戸　　開 KIM SE JIN

沖津　光輝

日置　元勇

UMPIRE 仙名　洋一 (ＪＰＮ) UMPIRE  ＳＥＯ DONG UN(KOR)

Name Score Name Score

沖津　光輝 1:0

伊帳田　樹 3:1

ＪＯ　ＪＥＯＮＧＨＯ 3:2

ＹＡＮＧ　　ＨＹＥＯＮＪＵＮ 1:1

亀崎　信一 4:2

　加藤　凌聖　 2:1



9 9

2 3

文責　男子Ｕ１８コーチ　中嶋　高彦

JPN U18
シュート数

ＫＯＲ U１８
PC数

　Ｑ１．試合はクォーター制で行う。日本ボールからのスタート。素早い展開からライト(Ｒ)攻撃をするが韓国にボールを奪われ、韓国のR攻
撃。センターリングを中央で受けた選手がリバースシュートを放つがGKの好セーブで難を逃れる。そこから日本もスピーディーな攻撃で韓国
陣内に切り込むが韓国ボール。しかし、韓国のＢＦＨのストロークミスを24.沖津がカットし、そのまま中央から切り込みバランスを崩しつつも
シュート、開始3分幸先良い先制点を奪う。韓国も攻撃の手を強めレフト(L)サイドからスクープで日本陣地深くボールを運ぶ。ＤＦがボール処
理にもたつく間に、韓国ＦＷにボールが渡りそのままシュート。6分あえなく同点とされる。その後一進一退の攻防の中、11分日本のＲ攻撃か
らＰＣを取得。14.加藤のフリックシュートが左下に決まり、再びリードする。韓国に主導権を与えない積極的なチームディフェンスでボールを奪
い13分ＰＣをとるが得点ならず。そのまま終了。Ｑ２．中盤の攻防も日本優勢気味に試合が進む。韓国もＬサイドから攻撃を仕掛けてくるがＤ
Ｆ陣はよく粘り失点をせず、日本も攻撃するが得点には結びつかず前半終了。
,　後半Ｑ３．韓国ボールでスタート。気合の入った韓国チームは前半とは違い、よりスピーディーな動きで攻撃を仕掛けてくる。しかし、日本も
素早いプレスで決定的なチャンスは与えない。35分過ぎ日本はハーフＤＦでやや下がり気味になると、韓国も攻めあぐね、ロングパスやドリブ
ルにミスが目立ち始める。41分過ぎＤＦハーフ型から相手ボールをカットしカウンターで13.杉山が一気に攻め込み、22.伊帳田にパスが渡り中
央左からドラッグ気味にシュート３点目を奪いリードを広げる。しかし、韓国も更に攻撃を仕掛けてくる。43分過ぎ韓国の執拗なＬ攻撃からドリ
ブルで切り込まれ、ＧＫのクリアーがＰＣとなる。左タッチのバリエーション崩れを押し込まれ、２点目を奪われる。試合はそのまま終了。最終
クォーターへ。Ｑ４．韓国は日本に追いつくために攻撃の手を更に強めてくる。しかし、日本も組織のＤＦがよく効き粘る。素早いプレスで韓国
ボールを奪いＲ・Ｌと揺さぶりながら攻める。ＧＫ山本の好セーブで韓国シュートを防御。一進一退の中、中盤相手からボールを奪い11.亀崎に
パスがつながり、そのままドリブルイン一人かわしての右からのシュートが見事に決まり韓国を突き放す。その後も一進一退のせめぎあいの
うちに試合終了。重要な初戦勝利をもぎ取った。


